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）

　
都
楚
囚
（
一
五
五
八
－
一
六
三
九
）
は
、
湖
北
京
山
の
人
、
万
暦
十
六
年
（
三
十
一
歳
）
、
郷
試
に
あ
げ
ら
れ
、
翌
年
進
士
に
及
第
、

漸
江
処
州
府
結
雲
県
知
県
と
な
り
、
翌
年
温
州
府
永
嘉
県
に
調
せ
ら
れ
る
。
時
に
倭
冠
の
襲
来
激
し
く
、
戦
艦
を
造
り
、
兵
餉
を
調
え
、

羽
翼
労
魅
す
る
有
様
で
あ
っ
た
が
、
楚
望
は
よ
く
そ
の
責
務
を
果
た
し
、
そ
の
功
を
認
め
ら
れ
て
、
万
暦
二
十
三
年
（
三
十
八
歳
）
、
礼

科
善
事
中
に
眠
る
。
そ
の
間
両
弟
を
喪
い
、
家
事
渋
滞
の
た
め
、
一
旦
帰
郷
す
る
が
、
二
年
後
戸
科
給
桑
中
に
復
職
す
る
。
時
に
豊
臣
秀

吉
の
朝
鮮
侵
入
が
あ
り
、
こ
れ
に
出
兵
し
た
明
朝
廷
は
巨
万
の
軍
費
を
要
し
、
続
い
て
悪
名
高
い
鉱
税
問
題
が
発
生
し
、
中
使
の
横
暴
は

そ
の
極
に
達
し
た
。
そ
れ
は
戸
科
の
職
掌
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
楚
望
は
思
草
を
上
る
こ
と
十
二
度
に
及
ん
だ
が
、
天
聴
に
達
せ
ず
、

逆
に
浮
躁
の
科
あ
り
と
し
て
、
万
暦
二
十
七
年
（
四
十
二
歳
）
宜
興
県
丞
に
左
遷
さ
れ
、
翌
年
は
江
陰
野
県
に
遷
る
。
此
の
地
は
海
岸
に

面
し
、
島
将
士
徒
が
出
没
剰
籍
す
る
劇
邑
で
あ
っ
た
が
、
楚
望
は
こ
こ
で
も
持
ち
前
の
手
腕
を
発
揮
し
、
緒
紳
と
結
托
す
る
大
盗
を
逮
捕

す
る
功
績
を
上
げ
る
。
だ
が
こ
れ
が
逆
に
一
部
吏
僚
の
反
感
を
招
き
、
弾
劾
文
ま
で
用
意
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
さ
す
が
に
幽
ハ
論
の
反
対
の

た
め
、
そ
の
上
奏
は
中
止
さ
れ
た
が
、
上
家
で
あ
る
と
の
批
判
は
絶
え
ず
、
再
び
降
格
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
官
界
の
醜
悪
と
無
策
に

憤
慨
し
た
楚
望
は
、
つ
い
に
万
暦
三
十
二
年
（
四
十
七
歳
）
職
を
辞
し
て
帰
郷
し
、
種
樹
耕
田
の
生
活
に
入
り
、
専
ら
経
学
の
研
究
と
、

時
弊
救
済
の
思
索
に
ふ
け
り
、
余
生
を
終
る
の
で
あ
る
。
黄
宗
義
を
し
て
、
　
「
疎
通
証
明
、
面
詰
の
気
を
一
洗
す
。
明
代
の
窮
経
の
士
は
、

先
生
実
に
巨
肇
た
り
」
（
明
儒
学
案
、
巻
五
十
五
、
都
転
身
小
伝
）
と
絶
賛
さ
せ
た
「
九
経
解
」
の
完
成
し
た
の
は
、
万
暦
四
十
二
年

（
五
十
七
歳
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
長
男
・
妻
・
次
男
を
相
つ
い
で
失
い
、
後
嗣
に
も
恵
ま
れ
ず
、
惨
但
た
る
心
境
に

一
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追
い
つ
め
ら
れ
る
。
そ
の
窮
境
に
お
い
て
、
唯
一
の
救
い
と
な
っ
た
も
の
は
、
孔
子
に
な
ら
っ
て
道
を
聞
き
、
学
に
精
進
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
つ
り

　
あ
あ
、
人
世
の
生
死
の
浮
世
な
る
。
父
子
東
西
し
、
前
後
反
覆
す
る
、
料
り
難
き
こ
と
か
く
の
如
し
。
況
ん
や
余
が
年
七
十
の
老
に
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
ん
と
せ
り
。
子
云
う
、
　
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
」
と
。
夫
子
は
余
の
年
に
如
く
も
、
已
に
耳
順
を
過
ぎ
て
従
心

　
な
り
。
余
は
い
ま
惑
わ
ざ
る
こ
と
未
だ
能
わ
ざ
る
も
、
独
り
学
に
志
す
の
一
念
は
、
取
取
と
し
て
十
五
の
時
に
異
な
ら
ず
。
然
れ
ど
も

　
夫
子
は
発
憤
し
て
食
を
忘
れ
、
老
の
至
る
を
知
ら
ざ
る
も
、
な
お
「
学
ん
で
厭
か
ず
、
何
ぞ
我
に
有
ら
ん
」
と
曰
え
ば
、
則
ち
好
学
は

　
甚
だ
未
だ
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
敢
え
て
遽
か
に
以
て
自
ら
信
ぜ
ん
や
。
学
を
好
ま
ざ
れ
ば
、
何
に
由
っ
て
道
を
聞
か
ん
。
道
を
聞
か
ざ

　
れ
ば
、
何
を
以
て
死
せ
ん
。
　
（
生
状
死
状
）

　
逆
境
に
た
え
な
が
ら
、
必
死
で
自
ら
を
鞭
打
つ
心
境
を
率
直
に
吐
露
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
の
研
学
は
、
単
に
個
人
的
運
命
の
不

遇
の
み
を
動
機
と
す
る
の
で
は
な
い
。
彼
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
た
思
想
界
の
状
況
が
、
余
り
に
も
孔
孟
の
卑
近
な
教
え
か
ら
游
離
し
、
仏

教
に
触
発
さ
れ
て
、
徒
ら
に
高
遠
な
議
論
に
は
せ
、
空
寂
な
心
性
論
に
没
入
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
蓋
し
大
道
は
隠
秘
な
く
、
六
経
は
奥
義
な
し
。
た
だ
こ
れ
日
用
子
育
弟
友
の
常
、
身
心
視
聴
言
動
の
間
の
み
。
い
ま
浮
屠
の
教
行
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
怪
　
な
る
者
は
論
ず
る
に
足
ら
ず
。
そ
の
近
き
者
は
、
下
学
を
導
い
て
上
達
を
求
め
、
荒
蕩
空
寂
、
世
を
遺
れ
化
を
傷
つ
く
。
儒
者
は

　
経
に
反
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
単
に
誠
意
正
心
を
挙
ぐ
る
の
み
、
又
何
を
以
て
浮
屠
の
空
寂
に
異
な
ら
ん
や
。
そ
の
致
知
格
物
を
講
ず
る

　
や
、
読
書
窮
理
に
局
ら
れ
、
煩
項
支
離
に
し
て
、
彼
の
浮
屠
の
徒
、
ま
た
口
を
掩
い
胡
盧
し
て
笑
う
。
そ
の
心
を
操
り
て
以
て
舎
て
ざ

　
ら
ん
こ
と
を
求
め
、
知
既
に
至
り
て
而
る
の
ち
行
わ
ん
こ
と
を
求
む
。
こ
れ
類
ね
大
底
紙
　
な
る
に
、
乃
ち
汲
汲
と
し
て
徒
を
聚
め
て

　
学
を
講
ず
。
　
（
同
上
、
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）

　
こ
の
中
、
誠
意
正
心
云
々
は
陽
明
学
を
、
致
知
格
物
云
々
は
朱
子
学
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
楚
望
は
、
朱
子
学
・

陽
明
学
と
も
に
不
満
を
抱
き
、
独
自
の
道
を
開
拓
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
一
貫
し
て
流
れ
る
基
調
は
、
　
「
下
学
し
て
上
達

す
る
」
こ
と
、
日
用
尋
常
を
越
え
て
空
樽
な
想
念
を
弄
ぶ
な
と
い
う
こ
と
、
形
而
上
的
世
界
に
沈
没
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
風
潮
を
巻
き
起
す
根
因
は
仏
教
の
流
行
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宋
学
を
忌
み
、
心
学
を
い
と
い
、
仏
教
を
拒
む
彼
は
、
そ

の
憤
備
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
楚
望
の
哲
理
を
展
開
し
た
主
著
に
『
時
習
新
知
』
と
名
づ
け
る
も
の
が
あ

一
2
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る
。
こ
の
書
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
問
う
、
　
「
時
習
新
知
と
は
、
何
ぞ
や
。
」
曰
く
、
　
「
い
わ
ゆ
る
措
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
な
り
。
」
問
う
、
　
「
何
を
か
瞬
き
を
温
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
あ
が
る

　
て
新
し
き
を
知
る
。
」
曰
く
、
　
「
道
は
天
地
の
間
に
在
り
て
、
斬
然
と
し
て
更
新
す
る
者
な
し
。
み
な
こ
れ
自
然
に
現
成
せ
り
。
こ

　
れ
を
故
と
い
う
。
…
…
温
故
は
即
ち
時
習
な
り
。
…
…
故
を
篤
く
の
外
に
、
別
に
新
あ
る
な
く
、
温
故
を
舎
く
の
外
、
別
に
知
新
あ
る

　
な
し
。
道
理
は
た
だ
尋
常
日
用
の
間
に
在
る
の
み
。
時
時
に
習
い
、
時
時
に
知
れ
ば
、
即
ち
時
時
に
新
な
り
。
ゆ
え
に
こ
れ
を
時
習
新

　
知
と
い
う
な
り
。
」
（
時
習
新
知
、
巻
六
、
四
十
六
丁
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
時
習
新
知
と
は
、
自
然
現
下
の
道
を
尋
常
日
用
の
問
に
き
わ
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
故
か
ら
新
へ
の
回
転
は
い

か
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
良
知
説
の
い
う
よ
う
に
、
良
知
現
成
だ
か
ら
良
知
に
よ
る
自
主
的
創
意
が
許
さ
れ
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
。

「
良
知
を
致
せ
ば
、
則
ち
流
れ
て
空
虚
と
な
っ
て
、
温
習
の
功
廃
せ
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
朱
子
学
で
い
う
よ
う
に
、
客
観

界
の
理
を
窮
め
る
の
か
。
そ
れ
も
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
　
「
理
を
窮
む
れ
ば
、
則
ち
局
ら
れ
て
聞
見
と
為
り
て
、
本
原
の
地
荒
れ
る
」
か
ら

で
あ
る
。
し
て
み
る
と
楚
望
は
、
主
体
的
根
源
の
確
立
は
め
ざ
す
も
の
の
、
良
知
説
ほ
ど
の
自
由
は
認
め
ず
、
さ
れ
ば
と
て
朱
子
学
の
よ

う
な
格
物
窮
理
説
に
も
同
調
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
体
、
彼
は
ど
こ
に
立
脚
地
を
定
め
よ
う
と
す
る
の
か
。

一
3

一

二

　
日
用
尋
常
を
超
え
て
徒
ら
に
高
遠
に
は
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
は
、
朱
子
の
し
ば
し
ば
警
告
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
朱
子
は
、
存
在
す
る

も
の
が
そ
の
ま
ま
道
で
あ
る
と
は
せ
ず
、
存
在
す
る
所
以
（
然
る
所
以
）
が
道
（
ま
た
は
理
）
だ
と
し
、
そ
こ
か
ら
気
と
理
を
一
応
区
分

す
る
考
え
方
が
生
ま
れ
た
。
盲
目
的
色
声
行
為
を
そ
の
ま
ま
理
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
朱
子
は
、
内
に
は

二
塁
上
越
・
未
発
廿
里
を
説
き
、
外
に
は
格
物
致
知
を
説
き
、
内
外
を
合
す
る
に
は
窮
理
尽
性
を
重
ん
じ
た
。
心
性
の
分
別
が
精
密
と
な

る
と
と
も
に
、
理
の
性
格
の
吟
味
も
き
び
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
見
方
に
よ
れ
ば
、
尋
常
性
の
理
論
的
深
化
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
で
は
楚
望
に
と
っ
て
日
用
尋
常
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
眼
前
の
道
理
は
、
日
用
尋
常
に
し
て
、
処
処
に
覚
察
す
れ
ば
、
則
ち
知
尽
く
る
な
く
、
埋
尽
く
る
な
し
。
若
し
強
骨
力
魅
す
れ
ば
、
則



　
ち
こ
れ
を
知
る
こ
と
難
く
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
難
し
。
た
だ
易
た
だ
簡
な
れ
ば
、
変
に
通
じ
て
窮
ま
り
な
し
。
　
（
時
習
新
知
、
巻
三
）

　
事
に
据
る
こ
と
実
落
な
れ
ば
、
則
ち
隠
密
の
伝
う
べ
き
な
し
。
理
を
談
ず
る
こ
と
空
虚
な
れ
ば
、
則
ち
奥
義
あ
り
、
秘
伝
あ
り
。
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
に
論
語
二
十
篇
を
観
よ
。
何
の
隠
密
あ
ら
ん
。
仏
氏
の
人
を
欺
く
所
以
は
、
正
に
空
虚
無
著
な
る
が
た
め
な
り
。
故
に
藷
張
し
て
幻
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
じ

　
な
る
。
理
学
も
し
内
に
向
い
て
心
を
説
き
性
を
説
か
ず
ん
ば
、
す
べ
て
尋
常
の
人
事
と
一
般
な
り
。
目
あ
れ
ば
共
に
見
る
。
そ
の
実
、

　
道
は
本
よ
り
隠
密
な
し
。
聖
賢
の
教
を
導
く
る
は
、
た
だ
こ
れ
尋
常
に
人
と
倣
る
の
み
。
　
（
同
上
、
巻
二
、
三
十
四
丁
）

　
こ
の
よ
う
に
楚
望
は
尋
常
を
こ
と
さ
ら
に
神
秘
的
に
理
解
し
、
形
而
上
的
に
追
及
す
る
こ
と
を
極
力
抑
制
し
よ
う
と
す
る
。
従
っ
て
彼

は
学
問
と
思
惟
と
を
区
別
す
る
。
学
問
は
根
拠
あ
り
、
実
地
が
あ
り
、
深
造
で
あ
る
が
、
思
惟
は
懸
空
で
あ
り
、
虚
景
で
あ
り
、
直
達
で

あ
る
。
た
と
え
ば
学
問
は
規
矩
で
あ
り
、
思
惟
は
巧
で
あ
る
。
論
語
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
詩
書

執
礼
、
文
行
忠
信
、
視
聴
言
動
、
入
孝
出
帆
等
、
人
倫
庶
物
に
典
則
法
則
が
備
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
世
儒
の
講
ず
る
も
の
は
、
心
・

意
・
命
・
性
・
隠
微
・
直
観
聞
・
無
声
臭
・
独
・
良
知
・
翌
冬
・
観
未
発
等
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
光
景
・
興
趣
・
気
象
・
端
摩
同
等
に

過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
思
惟
で
あ
っ
て
、
学
問
で
は
な
い
。
　
（
同
上
、
三
十
五
丁
）

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
来
る
時
、
彼
は
一
種
の
思
考
制
御
を
意
図
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
尋
常
尊
重
論
は
、
禅
の
花
紅
柳
緑
論
、

心
学
の
良
知
現
成
論
と
は
、
全
く
性
格
を
異
に
す
る
。
彼
の
い
う
自
然
早
成
と
は
、
現
前
の
事
実
に
お
い
て
強
探
力
下
し
な
く
て
も
、
規

矩
が
具
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
現
前
の
事
実
を
構
成
す
る
も
の
は
気
で
あ
り
、
気
の
正
常
態
が
規
矩
な
の
で
あ
る
。
故

に
朱
子
学
の
よ
う
に
気
と
理
と
を
峻
別
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。
し
か
し
漠
と
し
て
気
を
規
矩
で
あ
る
と
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
気
を
正
常
化
す
べ
き
方
法
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
は
か
ど
か
ど
し
く
、
ま
た
お
こ
が
ま
し
く
、
自
己
の
主
体
性
を

高
揚
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
和
平
な
態
度
が
要
求
さ
れ
る
。

　
眼
前
に
色
色
現
成
す
。
た
だ
心
気
和
平
な
れ
ば
、
入
る
と
し
て
自
得
せ
ざ
る
な
し
。
　
（
時
習
新
知
、
巻
一
、
七
丁
）

　
心
気
和
平
な
れ
ば
、
自
ら
万
物
の
我
と
相
親
し
き
を
覚
る
。
　
（
同
上
、
巻
一
、
六
丁
）

　
心
在
れ
ば
、
到
る
処
従
容
和
平
な
り
。
心
忘
る
れ
ば
則
ち
習
気
事
を
用
い
、
歯
葬
滅
裂
、
行
止
度
な
く
、
語
言
序
な
し
。
こ
れ
を
愴
父

　
と
い
う
。
　
（
同
上
、
巻
二
、
四
丁
）

　
和
平
で
あ
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
懲
葱
窒
欲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
岡
卵
貧
愛
唄
志
に
お
い
て
、
勇
猛
に
割
窪
し
、
精
神
の
平
衡
性
を
保

「
4

［



持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
身
心
和
平
を
保
持
す
る
工
夫
と
し
て
、
楚
望
が
着
目
し
た
の
が
孟
子
の
本
気
説
で
あ
る
。
先
に
彼
が
思
惟
よ

り
も
学
問
を
先
に
し
た
と
の
べ
た
が
、
養
気
は
さ
ら
に
学
問
よ
り
先
ん
じ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
虚
言
は
即
ち
理
学
の
い
わ
ゆ
る
学
を
講
じ
理
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
先
斗
は
こ
れ
を
以
て
徳
に
入
る
の
門
と
な
せ
り
。
し
か
も
孟
子

　
は
不
動
心
を
論
ず
る
に
、
養
気
を
先
に
せ
り
、
気
質
好
け
れ
ば
、
学
身
自
ら
易
し
。
子
云
う
、
　
「
君
子
は
重
か
ら
ざ
れ
ば
威
あ
ら
ず
」

　
と
。
養
気
を
先
に
す
る
な
り
。
　
「
学
べ
ば
固
な
ら
ず
」
と
。
学
問
を
後
に
す
る
な
り
。
昔
人
い
う
、
　
「
士
は
器
識
を
先
に
し
て
、
学
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
を
後
に
す
」
と
。
文
は
以
て
そ
の
質
を
文
る
も
の
な
り
。
故
に
養
気
先
な
り
。
　
（
時
習
新
知
、
巻
八
、
養
気
群
言
）

　
性
は
も
と
至
善
な
り
。
養
う
を
待
た
ず
し
て
定
ま
る
。
そ
の
定
ま
ら
ざ
る
も
の
は
気
な
り
。
気
養
う
を
得
れ
ば
、
則
ち
日
用
酬
酢
、
自

　
ら
規
矩
に
中
る
。
大
学
の
止
至
善
・
定
静
安
慮
は
上
気
に
あ
ら
ざ
る
な
し
。
　
（
同
上
、
巻
一
、
一
丁
）

　
こ
こ
か
ら
彼
の
気
尊
重
の
立
場
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
気
を
養
う
こ
と
が
そ
の
ま
ま
心
を
養
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
（
同
上
、
巻
一
、

四
丁
）
そ
れ
で
は
気
と
理
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
朱
子
学
で
い
う
よ
う
に
理
学
気
後
と
す
る
な
ら
ば
、
気
尊
重
の
立
場
を
貫
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
で
き
な
い
。
理
と
気
と
は
、
ぜ
ひ
と
も
先
後
な
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
気
よ
り
も
理
を
優
先
さ
せ
る
時
、
二
つ
の
問
題
が
生
じ
る
。

一
つ
は
、
理
を
客
観
界
の
一
事
一
物
に
追
及
す
る
た
め
に
、
支
離
の
弊
に
陥
る
こ
と
で
あ
る
。

　
綾
か
に
知
れ
ば
即
ち
止
ま
る
。
日
用
の
心
境
最
も
親
切
の
工
夫
な
り
。
先
斗
、
窮
理
致
知
の
解
を
即
し
て
謂
う
、
　
「
凡
そ
物
は
み
な
当

　
に
止
ま
る
べ
き
の
処
を
知
る
」
と
。
甚
だ
支
離
な
る
を
覚
ゆ
。
　
（
時
習
新
知
、
巻
一
、
十
五
丁
）

　
そ
こ
で
朱
子
の
格
物
補
伝
を
評
し
て
は
、
　
「
果
し
て
か
く
の
若
く
ん
ば
、
則
ち
こ
れ
人
心
は
此
の
理
を
具
え
ず
、
専
ら
外
来
湊
集
を
待

　
　
　
　
　
　
ふ
く
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た

つ
こ
と
、
銭
穀
を
般
に
貯
う
る
が
如
し
。
…
…
聖
門
に
は
此
等
貧
多
支
離
の
学
な
し
」
（
大
学
解
、
二
十
六
丁
、
和
刻
本
）
と
い
い
、
ま

た
「
今
日
一
物
に
格
り
、
明
日
一
物
に
参
る
」
と
い
う
の
は
、
富
麗
巻
首
ま
で
物
尽
く
る
期
な
し
と
い
う
。
（
同
上
）
　
こ
の
よ
う
な
楚

望
の
窮
理
批
判
は
、
明
ら
か
に
陳
白
沙
に
始
ま
る
明
代
の
風
気
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
優
先
の
理
論
の
か
も
し
出
す
弊
害
を
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
学
問
の
道
、
刻
働
太
り
に
過
ぐ
れ
ば
則
ち
従
い
難
く
、
防
検
太
り
に
厳
し
け
れ
ば
則
ち
守
り
難
く
、
挾
索
太
り
に
深
け
れ
ば
則
ち
知
り

　
難
し
。
理
学
の
家
は
、
細
微
手
切
に
し
て
、
人
の
こ
れ
に
由
る
も
の
少
な
し
。
心
を
操
る
こ
と
い
よ
い
よ
甚
だ
し
け
れ
ば
世
と
い
よ
い

　
よ
違
う
。
…
…
学
者
、
道
を
視
て
栓
楷
と
な
す
。
　
（
時
習
新
知
、
巻
八
、
養
気
余
丁
）

一
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こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
心
（
絶
対
主
体
）
を
前
面
に
押
し
出
し
た
の
が
陽
明
学
で
あ
る
が
、

れ
が
陽
明
学
以
上
に
進
歩
的
立
場
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
あ
と
で
ふ
れ
る
。

楚
望
は
心
よ
り
も
気
に
重
き
を
お
く
。
そ

三

　
気
よ
り
も
理
を
優
先
さ
せ
る
に
つ
い
て
の
第
二
の
問
題
は
、
理
を
高
遠
に
解
す
る
た
め
に
、
次
第
に
現
実
よ
り
游
離
し
、
気
離
れ
し
た

工
夫
が
唱
え
ら
れ
て
、
抽
象
論
が
は
ば
を
き
か
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
朱
元
晦
云
う
、
　
「
大
極
は
理
な
り
。
当
初
も
と
よ
り
一
物
な
し
。
た
だ
こ
の
理
あ
る
の
み
。
こ
の
理
あ
れ
ば
便
ち
よ
く
動
に
し
て
陽
を

　
生
じ
、
静
に
し
て
陰
を
生
ず
」
と
。
愚
按
ず
る
に
、
も
と
よ
り
一
物
な
け
れ
ば
、
こ
の
理
は
何
処
に
安
頓
す
る
や
。
こ
れ
禅
宗
に
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　

　
ゆ
る
真
空
法
界
な
る
も
の
の
み
。
聖
教
は
か
く
の
如
く
玄
馬
な
ら
ず
。
た
だ
こ
の
コ
陰
一
陽
こ
れ
を
道
と
謂
う
」
と
説
く
の
み
。
太

　
極
は
こ
れ
渾
倫
な
る
陰
陽
、
陰
陽
は
こ
れ
零
砕
な
る
太
極
な
り
。
太
極
既
に
こ
れ
理
な
ら
ば
、
陰
陽
も
ま
た
こ
れ
理
な
り
。
陰
陽
既
に

　
こ
れ
気
な
ら
ば
、
太
極
も
ま
た
こ
れ
気
な
り
。
　
（
同
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
最
後
の
一
句
が
朱
子
学
と
の
訣
別
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
太
極
が
気
で
あ
る
な
ら
、
よ
り
以
上
に
無
極
を
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
必
要
は
な
く
、
　
（
同
上
、
巻
四
、
九
丁
）
ま
た
天
理
へ
の
厳
そ
か
な
畏
敬
感
情
も
無
用
で
あ
る
。
敬
は
あ
く
ま
で
日
用
常
行
に
即
し
て

口
に
さ
れ
る
べ
き
で
、
程
朱
の
よ
う
に
百
聖
相
伝
の
心
法
と
し
て
秘
伝
の
よ
う
に
扱
う
の
は
、
仏
教
の
衣
鉢
伝
受
、
拮
華
微
笑
に
類
似
す

る
こ
と
に
な
る
。
　
（
同
上
、
巻
八
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
そ
れ
で
は
気
と
理
（
規
矩
）
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
か
。
先
に
自
然
現
成
と
い
う
句
を
引
用
し
て
お
い
た
が
、
致
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

格
物
な
ど
と
い
う
わ
ず
ら
わ
し
い
手
順
を
ふ
ま
な
く
て
も
、
現
前
の
事
物
は
自
然
の
道
理
を
具
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
万
事
万
物
は
、
お
の
お
の
自
然
の
脈
絡
あ
り
。
理
に
由
る
、
こ
れ
を
道
と
い
う
。
道
に
順
う
、
こ
れ
を
理
と
い
う
。
草
木
の
根
節
は
盤

　
錯
な
る
も
、
文
理
は
お
の
お
の
清
疏
な
り
。
ゆ
え
に
枝
葉
条
塗
す
。
生
悪
ん
ぞ
已
む
ぺ
け
ん
。
人
事
の
酬
駕
す
る
こ
と
千
変
な
る
も
、

　
由
る
所
は
た
だ
一
理
な
り
。
事
に
処
し
道
に
従
う
に
、
木
を
惹
く
が
如
く
理
に
順
う
。
故
に
知
り
易
く
従
い
易
く
、
久
し
か
る
べ
く
大

　
な
る
べ
し
。
　
（
同
上
、
巻
一
、
二
十
四
丁
）

一
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従
っ
て
日
用
常
行
に
お
い
て
、
天
理
人
情
当
然
の
処
に
従
っ
て
行
え
ば
よ
い
わ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
意
見
を
加
え
て
道
理
の
解
を
な
す

な
ら
ば
、
狂
猜
に
堕
す
る
恐
れ
あ
り
と
指
摘
さ
れ
る
。
　
（
同
上
、
巻
一
、
三
十
丁
目
　
楚
望
も
朱
子
と
同
じ
よ
う
に
、
性
善
説
を
唱
え
る
。

し
か
し
そ
れ
は
性
即
理
に
も
と
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
性
気
一
体
の
前
提
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
　
「
性
善
は
も
と
よ
り
理

気
の
分
な
し
。
性
の
初
め
は
、
理
も
と
よ
り
善
な
り
。
気
も
ま
た
不
善
な
し
」
　
（
同
上
、
巻
四
、
十
七
丁
）
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
悪
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。
　
「
人
物
の
初
生
ハ
理
気
は
み
な
善
な
り
。
性
を
成
す
の
後
、
善
に
習
え
ば
則
ち
善
、
悪
に
習
え
ば
則
ち

悪
な
り
。
…
…
凡
そ
性
の
初
め
は
み
な
欲
す
べ
し
。
そ
の
欲
す
べ
き
を
失
わ
ざ
る
は
則
ち
信
な
り
。
不
善
な
る
も
の
は
、
人
主
ら
信
を
失

う
に
て
、
性
の
初
め
不
善
な
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（
同
上
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
不
善
と
ば
、
現
成
の
規
矩
に
不
明
な
た
め
に
生
じ
る
自

信
喪
失
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
彼
が
「
霊
知
不
昧
」
「
虚
霊
」
を
口
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
朱
子
学
の
そ
れ
と
は
意
味
内

容
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
尋
常
日
用
に
密
着
し
よ
う
と
す
る
野
望
が
、
工
夫
論
と
し
て
重
視
し
た
の
は
、
下
学
し
て
上
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
宋
儒
は
こ
れ
を
逆
転
し
、
上
達
を
先
に
し
た
た
め
に
空
寂
に
流
れ
、
仏
教
に
類
似
し
て
行
っ
た
と
い
う
。

　
聖
学
は
た
だ
用
の
上
に
就
い
て
体
を
顕
わ
す
。
凡
そ
用
は
み
な
体
な
り
。
ゆ
え
に
著
実
な
り
。
浮
屠
は
偏
に
体
の
上
に
就
い
て
用
を
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
、
用
を
滅
し
て
体
を
執
ず
。
ゆ
え
に
空
に
落
つ
。
故
に
聖
人
は
下
学
し
て
上
達
し
、
浮
屠
は
上
達
し
て
下
学
す
。
宋
の
諸
語
理
学
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
7
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ま
た
こ
れ
上
達
を
先
に
し
て
下
学
を
後
に
す
る
な
り
。
　
（
時
習
新
知
、
巻
三
、
二
十
九
丁
目

　
あ
く
ま
で
卑
近
に
つ
こ
う
と
す
る
野
望
の
願
望
は
こ
こ
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
学
の
解
釈
に
も
あ
ら
わ
れ
、

正
心
誠
意
と
い
う
だ
け
で
は
観
念
の
領
域
に
止
ま
る
と
し
、
必
ず
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
と
い
う
具
体
的
事
実
を
も
同
時
に
包
括
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
眼
前
の
日
用
尋
常
に
即
し
て
、
ま
さ
に
為
す
べ
き
を
な
し
、
よ
り
以
上
の
思
想
的
・
実
践
的
せ
ん
さ
く
を
加
え
れ
ば
、

か
え
っ
て
現
実
が
罷
め
ら
れ
、
心
術
が
濁
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
見
方
に
よ
れ
ば
、
極
め
て
甘
い
現
実
認
識
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
う
。
こ
れ
を
社
会
認
識
の
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
当
然
、
現
在
の
体
制
は
完
壁
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
改
正
を
加
え
、
上
下
の
秩
序
を

変
改
す
る
こ
と
は
全
く
無
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
が
し
ば
し
ば
論
語
の
「
民
は
由
ら
し
む
べ
し
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
を
引
用
し

て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
を
裏
書
き
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
天
命
性
に
率
い
、
糸
聖
岳
成
す
。
人
あ
え
て
分
に
安
ん
じ
理
に
循
わ

一
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ざ
れ
ば
、
自
ら
拐
擁
を
生
ず
。
聖
人
は
従
容
と
し
て
道
に
中
り
、
一
片
易
簡
の
田
地
な
り
。
人
、
分
に
安
ん
じ
理
に
整
え
ば
、
聖
と
帰
を

同
じ
う
す
」
（
時
習
新
知
、
巻
二
、
八
丁
）
と
、
素
位
言
分
が
最
上
の
処
世
術
と
し
て
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
朱
子
の
社
倉
法
に
み

ら
れ
る
農
民
の
自
治
意
識
へ
の
期
待
と
か
、
王
陽
明
の
唱
え
た
抜
本
塞
源
論
な
ど
は
、
彼
の
関
心
の
外
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
彼
の
思
想
の

限
界
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
明
確
に
お
さ
え
る
た
め
に
彼
の
陽
明
学
観
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

四

　
楚
望
は
良
知
説
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
学
は
た
だ
論
語
を
正
宗
と
な
す
。
…
…
孟
子
七
篇
は
や
や
精
深
な
り
。
大
学
ま
た
孟
子
よ
り
も
深
く
、
中
庸
は
ま
た
よ
り
深
し
。
・
・

　
懸
人
の
理
学
は
ま
た
中
庸
よ
り
高
し
。
近
代
の
諸
儒
の
良
知
を
講
ず
る
は
、
ま
た
韓
人
よ
り
高
し
。
大
都
、
浮
屠
の
空
寂
の
説
に
泪
没

　
せ
ら
れ
、
明
心
見
性
を
以
て
断
然
不
易
と
な
し
、
天
命
人
性
の
日
用
尋
常
に
在
る
も
の
を
ば
、
搬
出
し
て
鬼
道
と
成
し
、
人
を
し
て
知

　
る
べ
か
ら
ず
、
能
く
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
以
て
秘
と
為
さ
し
む
。
聖
学
の
荒
蕪
す
る
こ
と
、
久
し
。
亟
か
に
反
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な

　
り
。
　
（
同
上
、
巻
二
、
二
十
一
丁
）

　
こ
の
よ
う
に
良
知
説
は
事
事
よ
り
も
さ
ら
に
高
遠
に
流
れ
、
仏
教
と
の
へ
だ
た
り
を
絶
無
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の

幽
玄
な
基
地
か
ら
、
人
倫
を
游
離
し
、
規
矩
を
格
套
と
み
な
す
弊
害
が
発
生
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
理
学
の
諸
語
は
、
専
ら
不
言
聞
・
無
声
臭
・
未
発
前
に
お
い
て
探
訂
す
。
近
代
、
良
知
を
講
ず
る
に
、
専
ら
念
頭
不
起
の
処
に
お
い
て
、

　
風
を
捕
え
影
を
捉
う
る
は
、
如
何
ぞ
帰
寂
照
応
せ
ん
、
如
何
ぞ
保
聚
収
摂
せ
ん
、
如
何
ぞ
主
宰
と
な
さ
ん
、
如
何
ぞ
流
行
と
な
さ
ん
、

　
如
何
ぞ
現
成
と
な
さ
ん
、
如
何
ぞ
開
造
と
な
さ
ん
、
い
か
な
る
か
こ
れ
本
体
な
る
、
い
か
な
る
か
こ
れ
工
夫
な
る
。
…
…
終
日
、
虚
空

　
を
端
摩
し
、
世
上
の
人
倫
庶
物
、
規
矩
程
法
を
ば
、
一
切
斥
け
て
格
套
と
な
し
、
こ
れ
を
以
て
道
を
学
ぶ
も
、
何
ぞ
世
用
を
済
さ
ん
。

　
山
豆
に
言
忠
信
に
、
行
篤
敬
に
、
入
り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
の
、
脚
田
地
に
著
き
、
歳
月
を
柾
費
し
一
生
を
耽
慢
せ
ざ
る
に

　
如
か
ん
や
。
　
（
同
上
、
巻
二
、
二
十
一
丁
）

　
こ
れ
は
良
知
説
の
、
個
々
人
の
具
有
す
る
良
知
に
よ
っ
て
自
主
的
に
判
断
し
行
動
せ
よ
と
い
う
原
則
か
ら
、
新
意
に
も
と
つ
く
倫
理
観
・

一
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規
矩
観
が
生
ま
れ
て
来
る
こ
と
へ
の
反
発
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
繧
説
す
る
よ
う
に
、
楚
望
に
と
っ
て
日
用
尋
常
に
現
成
し

て
い
る
倫
理
や
規
矩
に
要
ら
ざ
ら
ん
手
を
加
え
る
こ
と
は
、
混
乱
堕
落
の
も
と
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
良
知

説
の
不
起
意
・
不
起
念
を
き
び
し
く
罵
っ
た
が
、
実
は
彼
の
立
場
も
、
ひ
た
す
ら
現
状
を
現
状
の
ま
ま
に
保
全
し
よ
う
と
す
る
点
に
お
い

て
、
一
種
の
意
抑
制
志
向
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
に
も
拘
ら
ず
良
知
説
の
不
起
意
が
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
の
は
、
　
「
心
の
発
す
る

所
」
で
あ
る
意
が
、
心
に
収
敏
さ
れ
て
そ
の
活
動
の
役
割
を
荷
い
、
心
の
先
兵
と
し
て
自
在
に
は
た
ら
く
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
彼
は
心
学
を
否
定
す
る
。
彼
は
朱
子
学
の
弱
点
を
克
服
し
て
陽
明
学
が
興
起
し
た
事
実
は
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
克
服
の

様
式
に
つ
い
て
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
余
り
に
無
批
判
に
人
間
の
自
主
性
を
肯
定
し
、
現
状
の
変
革
を
加
速
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
と
受
け
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
に
と
っ
て
、
良
知
説
は
禅
宗
の
二
の
舞
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
は
良
知
説
批
判
に
因
ん

で
、
　
「
そ
の
浮
屠
を
去
る
こ
と
い
よ
い
よ
近
し
。
蓋
し
神
体
空
虚
に
し
て
、
心
の
神
明
、
象
を
な
す
べ
か
ら
ず
。
大
学
は
た
だ
日
用
の
事

物
に
就
い
て
、
下
智
以
て
報
酬
切
要
の
実
地
を
求
む
る
の
み
」
（
時
習
新
知
、
巻
四
）
と
い
う
が
、
日
用
事
物
に
就
く
こ
と
は
、
陽
明
学

派
の
標
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
に
素
直
に
受
け
と
め
ら
れ
な
い
の
は
、
日
用
事
物
に
対
処
す
る
主
体
尊
重
の
仕
方
に
大
き
な
相
異
が
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
心
の
は
ね
上
り
を
収
め
る
た
め
に
、
彼
は
し
き
り
に
聖
な
る
べ
き
を
強
調
す
る
。
　
「
寧
静
な
れ
ば
則
ち
性
自

ら
見
わ
る
。
墨
金
な
れ
ば
則
ち
気
無
し
。
闊
擁
の
中
、
自
ら
寧
静
あ
り
。
」
（
同
上
、
巻
一
、
二
丁
）
「
静
座
し
て
心
を
観
ず
る
は
、
閑
中

の
一
楽
な
り
」
（
同
上
、
四
丁
）
「
静
空
中
に
万
物
を
看
る
は
、
都
べ
て
自
ら
快
楽
の
意
思
あ
り
。
心
平
か
に
気
和
し
、
身
を
養
い
徳
を
養

う
は
、
総
じ
て
裡
許
に
在
り
」
（
同
上
、
八
丁
）
も
っ
と
も
陽
明
学
や
そ
の
他
の
学
派
で
も
主
静
の
必
要
性
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
虚
無
空
寂
の
弊
を
ひ
き
ず
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
語
は
、
上
来
述
べ
来
っ
た
楚
望
の
立
場
を
、

実
に
明
確
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
近
代
の
講
学
は
、
主
静
な
ら
ざ
る
を
患
え
ず
。
主
静
を
患
え
て
虚
に
入
り
、
無
を
貴
ん
で
有
を
、
賎
し
む
。
定
を
求
め
ざ
る
を
患
え
ず
。

　
定
を
馨
り
て
寂
に
入
り
、
実
を
逃
れ
て
空
に
帰
す
る
を
患
う
。
先
聖
は
、
人
の
近
き
を
忽
せ
に
す
る
を
慮
る
。
故
に
語
る
に
下
学
を
以

　
て
す
。
人
ま
た
近
き
を
蔽
い
て
遠
き
を
遺
る
。
後
胤
は
、
人
の
外
に
魅
す
る
を
慮
る
。
故
に
語
る
に
本
を
立
つ
る
を
以
て
す
。
人
ま
た

　
上
を
執
じ
て
下
を
配
る
。
こ
れ
中
行
の
難
き
所
以
な
り
。
故
に
曰
く
、
　
「
民
は
之
を
由
ら
し
む
べ
し
、
こ
れ
を
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
。
そ
の
由
ら
ず
し
て
知
ら
ん
よ
り
は
、
知
ら
ず
し
て
由
る
に
如
か
ず
。
学
荒
れ
道
曇
る
る
は
、
た
だ
徒
ら
に
知
り
て
由
ら
ず
、
二
王

一
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の
空
寂
に
堕
す
る
が
た
め
な
り
。
　
（
同
上
、
巻
二
、
二
十
三
丁
）

　
心
の
放
漫
を
抑
え
る
た
め
に
、
楚
望
が
着
目
し
た
の
は
礼
の
尊
重
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
彼
は
、
張
横
渠
が
人
を
し
て
礼
を
学
ば

せ
、
容
を
正
し
節
を
黙
し
み
気
質
の
変
化
を
説
い
た
こ
と
を
、
下
学
上
達
の
実
践
と
し
て
高
く
評
価
し
、
　
（
同
上
、
舞
踏
、
二
十
三
丁
）

西
銘
よ
り
も
尊
礼
の
方
に
張
子
の
真
面
目
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に
の
べ
た
彼
の
民
意
抑
制
意
識
と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
朱
子
学
、
陽
明
学
へ
の
見
方
を
通
し
て
、
本
望
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
尋
常
日
用
を
第
一
義
と
し
、
こ

れ
に
こ
と
さ
ら
な
深
遠
性
を
加
え
る
な
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
心
の
安
定
の
仕
方
、
異
変
に
対
応
す
る
心
構
え
、
人
間
関

係
の
多
様
さ
な
ど
に
、
ど
れ
だ
け
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
下
学
上
達
と
い
っ
て
も
、
下
学
に
は
下
学
な
り
の
困
難
な

諸
条
件
が
伴
う
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
黄
宗
義
は
、
楚
望
を
批
判
し
て
い
う
。

　
先
生
の
学
は
、
下
学
上
達
を
以
て
的
と
な
す
。
…
…
下
学
は
行
な
り
。
上
達
は
知
な
り
。
故
に
宋
儒
の
主
静
窮
理
の
学
に
於
て
、
み
な

　
以
て
懸
空
々
想
と
な
し
、
仏
氏
の
虚
無
と
、
そ
の
間
聖
な
る
能
わ
ず
と
す
。
然
れ
ど
も
按
ず
る
に
、
先
生
の
下
学
は
、
即
ち
先
生
の
い

　
わ
ゆ
る
格
物
な
り
。
而
も
先
生
は
格
物
の
前
に
於
て
、
ま
た
一
段
の
知
止
の
功
夫
あ
り
。
ま
た
た
だ
念
頭
上
に
在
り
て
、
未
だ
事
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　

　
著
れ
ず
。
こ
の
処
如
何
に
下
学
す
る
や
。
こ
れ
を
支
離
と
謂
わ
ざ
る
を
得
ず
。
　
（
明
儒
学
案
、
巻
五
十
五
、
邨
楚
望
小
伝
）

　
ま
た
四
庫
全
書
総
目
提
要
に
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
み

　
既
に
銚
江
の
学
を
借
り
て
以
て
宋
儒
を
攻
め
、
而
も
又
良
知
を
斥
け
て
虚
無
と
な
し
、
以
て
挑
江
を
責
む
。
ま
た
変
幻
に
工
な
る
も
の

　
と
い
う
べ
し
。
　
（
巻
一
二
五
、
時
習
新
知
の
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　

尋
常
日
用
へ
の
密
着
を
説
き
な
が
ら
、
変
幻
の
批
評
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
、
彼
の
思
想
の
分
か
り
に
く
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
1
0「

五

　
己
れ
の
学
説
と
一
致
し
な
い
相
手
を
仏
老
と
非
る
手
法
は
、
遷
代
以
来
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
組
戸
も
こ
の
方
法
を
大
い
に
愛

用
し
た
。
彼
は
自
ら
「
早
歳
仏
老
に
出
入
し
た
」
（
時
習
新
知
後
賊
）
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
に
没
入
し
た
時
期
が
あ
っ
た
だ
け



に
、
仏
教
の
内
情
に
く
わ
し
い
と
い
う
自
信
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
当
時
の
仏
教
流
行
現
象
に
は
敏
感
に
反
発
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
官
僚
知
識
階
層
ま
で
巻
き
込
み
、
科
挙
の
制
義
文
に
ま
で
痕
跡
が
み
ら
れ
る
ほ
ど
、
仏
教
が
猫
獄

を
き
わ
め
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
次
の
語
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
、
聖
学
虚
勢
と
し
て
百
氏
南
受
し
、
浮
屠
氏
尤
も
狽
獄
を
な
す
。
衡
量
先
生
の
官
成
り
て
解
組
し
、
空
を
談
じ
苦
を
説
く
は
論
ず
る

　
ま
で
も
な
し
、
青
燈
小
子
の
欝
欝
学
歩
と
雛
も
、
ま
た
規
矩
を
厭
薄
し
、
左
道
に
奔
趨
す
。
翰
墨
の
遊
戯
、
塵
を
殺
り
て
清
談
し
、
因

　
果
を
奄
砒
す
る
は
論
ず
る
ま
で
も
な
し
、
六
経
四
書
、
博
士
の
正
義
と
錐
も
、
禅
解
を
牽
早
し
、
聖
真
を
剥
蝕
す
。
…
…
世
道
塁
壁
、

　
人
心
士
風
、
今
日
の
如
き
も
の
、
痛
実
流
涕
長
大
息
を
な
さ
ざ
る
ぺ
け
ん
や
。
　
（
小
山
草
、
装
顛
、
報
里
雪
陽
道
尊
）

　
さ
ら
に
彼
の
故
里
に
お
け
る
儒
仏
転
倒
状
況
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な

　
た
と
え
ば
京
山
一
県
、
貸
家
の
聚
、
比
撫
仏
を
好
み
、
　
一
人
の
浮
屠
に
惑
わ
ず
、
因
果
を
信
ぜ
ず
、
南
無
を
念
え
ざ
る
者
を
求
む
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
こ
れ
な
し
。
上
の
表
帥
端
し
か
ら
ざ
る
に
由
り
、
故
に
下
の
民
芸
軌
し
か
ら
ず
。
即
今
学
舎
は
荒
蕪
し
、
文
廟
は
傾
製
し
、
風
雨
を
蔽

　
わ
ず
し
て
、
梵
宇
仏
刹
は
、
日
に
増
し
日
に
新
た
な
り
。
　
（
同
上
）

　
彼
は
聖
教
を
奉
ず
る
者
が
不
甲
斐
な
い
か
ら
仏
教
が
は
び
こ
っ
て
い
る
と
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
仏
教
の
流
行
現
象
が
広
く
心
学

思
潮
の
波
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
の
理
由
に
ま
で
は
考
え
及
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
の
仏
教
観
を
最
も
詳
細
に
の
べ
て
い
る
の
は
、
彼

の
五
十
年
来
の
旧
友
で
あ
る
沙
門
蔵
六
復
号
に
与
え
た
「
駁
仏
書
」
（
小
山
草
、
巻
一
）
で
あ
る
。
そ
の
中
で
彼
が
展
開
し
て
い
る
こ
と

を
簡
明
に
要
約
す
る
と
、
第
一
に
、
死
後
の
世
界
に
は
陰
唄
・
地
獄
・
天
堂
・
引
時
剣
樹
革
帯
・
牛
頭
馬
面
之
鬼
が
存
す
る
と
し
て
愚
民

を
お
ど
し
、
　
「
我
が
仏
力
は
広
大
に
し
て
、
能
く
地
獄
を
破
し
、
餓
鬼
を
抜
き
、
天
堂
に
登
り
、
浄
土
に
生
ぜ
し
む
」
と
誘
い
、
施
財
供

養
さ
せ
、
子
を
損
で
夫
を
棄
て
て
僧
尼
と
な
り
、
終
年
禁
鋼
し
て
閉
関
と
名
け
、
さ
ら
に
絶
食
し
て
骨
曝
す
る
の
を
清
斎
と
称
し
、
そ
の

他
、
練
墨
・
坐
化
・
星
野
等
、
生
き
て
は
そ
の
財
を
尽
し
、
死
し
て
は
そ
の
嗣
を
絶
つ
等
、
三
夷
五
刑
よ
り
も
惨
酷
な
こ
と
で
あ
る
。
第

二
に
今
日
の
雨
受
は
、
頭
に
進
講
を
載
せ
、
手
に
捻
子
を
持
ち
、
口
に
南
無
と
と
な
え
、
平
素
山
ほ
ど
の
罪
を
犯
し
て
も
、
一
た
び
空
門

に
入
れ
ば
、
直
ち
に
聖
果
に
登
る
と
称
し
、
虎
狼
の
よ
う
な
悪
業
も
、
一
た
び
仏
法
に
帰
依
す
れ
ば
、
大
罪
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
。
つ

ま
り
「
春
曇
は
適
逃
の
藪
、
蘭
若
は
蔵
好
の
林
な
り
、
」
儒
者
の
門
で
も
僧
尼
が
室
に
満
ち
、
礼
教
は
退
廃
し
、
風
俗
は
陵
遅
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
人
の
生
じ
る
は
陽
、
死
す
る
は
陰
、
陽
は
動
に
し
て
有
、
陰
は
静
に
し
て
無
だ
か
ら
、
死
後
の
世
界
に
陰
司
・
地

一
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獄
の
あ
る
は
ず
は
な
く
、
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
幾
億
万
載
の
間
に
、
地
獄
は
罪
人
を
収
容
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
よ
っ
て
も
天
堂
地
獄
説
の
虚
妄
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
人
間
は
太
虚
か
ら
生
じ
て
太
虚
に
帰
る
も
の
で
あ
り
、
生
ず
れ
ば
有
に
向

い
、
死
す
れ
ば
無
に
化
す
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
空
し
く
死
期
の
至
る
の
を
待
つ
よ
り
も
、
随
時
生
業
に
い
そ
し
む
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
卑
俗
な
仏
教
の
習
俗
批
判
に
止
ま
る
が
、
次
に
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
と
い
う
高
度
な
仏
教
の
基
礎
理
論
を
僧
上
に
の
せ
る
。

然
る
に
出
射
は
、
こ
の
語
を
死
後
も
心
識
が
残
存
す
る
意
に
解
し
、
輪
廻
因
果
否
定
論
を
延
々
と
続
け
、
嫌
煙
の
神
滅
論
ま
で
引
用
し
て

い
る
。
彼
は
仏
教
の
主
張
に
次
の
よ
う
な
矛
盾
が
あ
る
と
す
る
。

　
仏
の
唯
心
唯
識
を
言
う
は
、
法
界
を
掃
除
し
て
心
識
を
留
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
聖
人
の
至
誠
息
む
な
し
と
言
う
は
、
心
癖
は
生
死
あ

　
れ
ど
も
天
地
の
太
虚
は
生
死
な
し
と
謂
う
な
り
。
法
界
を
掃
除
す
る
者
は
、
心
識
を
留
め
て
以
て
輪
廻
因
果
を
受
け
ん
と
欲
す
。
法
界

　
す
で
に
掃
除
す
べ
く
ん
ば
、
心
識
安
ん
ぞ
能
く
長
在
せ
ん
、
輪
廻
因
果
ま
た
安
ん
ぞ
能
く
長
在
せ
ん
か
を
思
わ
ず
。

　
こ
れ
は
明
ら
か
に
量
子
の
仏
教
乃
至
心
学
に
対
す
る
理
解
未
熟
を
暴
露
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
は
、
　
「
善
悪
は
み
な
空
」
の

原
則
の
も
と
で
、
悪
を
な
し
て
は
ば
か
ら
ぬ
連
中
の
横
行
す
る
こ
と
に
憤
怒
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
尋
常
日
用
の
間
に
お
い
て
す
ら
、

善
悪
の
基
準
が
ゆ
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
と
い
う
時
代
の
波
乱
を
直
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
急
速
に
教
線
を
の

ば
し
つ
つ
あ
っ
た
陽
明
学
派
内
に
お
い
て
、
禅
門
に
い
わ
ゆ
る
無
量
無
悪
を
容
認
す
る
傾
向
が
拾
頭
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
、
彼
は
敵
意
を

い
だ
き
、
　
「
人
倫
庶
物
は
、
規
に
循
い
矩
を
踏
む
。
随
時
随
処
、
み
な
未
発
の
中
、
み
な
静
観
不
聞
戒
催
の
地
な
り
。
必
ら
ず
不
思
善
導

思
悪
の
時
境
を
倉
皇
し
、
以
て
本
来
の
面
目
を
求
む
る
は
、
こ
の
理
な
き
な
り
」
（
時
習
新
知
、
巻
二
、
二
十
七
丁
）
と
い
う
。
人
間
は

気
を
離
れ
て
は
存
在
し
得
な
い
に
拘
ら
ず
、
仏
教
で
は
「
世
界
を
消
滅
し
て
法
身
を
求
め
、
諸
有
を
空
ず
る
。
」
（
同
上
、
巻
一
、
二
十
九

丁
）
仏
教
は
消
殺
法
で
あ
り
、
　
（
同
上
、
二
十
五
丁
）
生
成
の
道
理
を
無
視
し
て
、
現
世
を
苦
海
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
同
上
、
三
十

一
丁
）
生
よ
り
も
死
を
重
ん
ず
る
仏
教
は
、
空
虚
寂
滅
を
道
と
し
、
　
「
大
虚
の
元
気
は
、
終
に
消
嫁
す
る
な
き
」
こ
と
を
わ
き
ま
え
ぬ
も

の
で
あ
る
。
　
（
同
上
、
巻
三
、
五
丁
）
彼
は
晩
年
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
告
白
し
て
い
る
。

　
余
、
衰
年
難
多
く
、
た
だ
命
を
知
る
を
難
き
と
な
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
所
有
を
空
ず
る
を
便
と
な
す
を
覚
ゆ
。
も
し
諸
悪
論
ず
べ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
世
界
出
づ
べ
く
ん
ば
、
何
を
揮
っ
て
な
さ
ざ
ら
ん
。
　
（
さ
れ
ど
）
畢
寛
こ
の
理
な
き
な
り
。
ま
す
ま
す
聖
道
の
平
実
た
り
、
楽
天
知
命
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の
易
簡
た
る
を
信
ず
。
人
は
そ
の
人
た
る
所
以
に
安
ん
じ
、
天
は
そ
の
天
た
る
所
以
を
行
う
。
天
の
人
に
獲
る
一
視
の
み
。
何
ぞ
心
を

　
容
れ
ん
や
。
　
（
同
上
、
巻
四
、
三
十
二
丁
）

　
楚
望
は
彼
な
り
に
仏
教
と
の
格
闘
を
体
験
し
、
そ
の
超
克
に
苦
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
彼
の
仏
教
観
は
、
重
大
な
欠
落
点
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
仏
教
を
単
に
寂
滅
・
●
乱
坐
・
出
世
・
因
果
・
死
葬
等
を
説
く
非
日
常
的
宗
教
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
時

代
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
有
能
な
師
家
が
輩
出
し
て
、
混
迷
す
る
世
相
を
打
開
救
済
す
べ
く
活
機
を
弄
し
た
事
実
に
、
全
く
目
を
背
け
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
黄
宗
義
は
、
前
者
を
如
来
禅
、
後
者
を
祖
師
禅
と
規
定
し
た
が
、
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
、
　
「
純
ら
作
用
に
任
じ
て
人
の
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

に
す
る
」
祖
師
忌
が
、
　
「
方
今
天
に
弥
り
地
に
漫
が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
楚
望
の
仏
教
観
に
不
満
を
表
し
て
い
る
の
は
、
　
（
都

楚
望
小
伝
）
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

六

　
糟
紳
に
し
て
仏
門
を
く
ぐ
り
、
剃
髪
し
て
僧
形
と
な
っ
た
最
大
の
異
端
者
は
、
李
凄
艶
で
あ
る
。
楚
望
は
四
十
歳
の
時
、
そ
の
高
名
に

ひ
か
れ
て
卓
吾
を
訪
ね
る
が
、
　
「
恭
然
た
る
一
巡
父
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
　
（
閑
邪
記
、
巻
一
、
第
一
条
）
そ
の
後
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
刊
行
さ
れ
る
卓
吾
の
書
を
読
み
、
そ
の
聖
教
を
な
み
す
る
害
毒
が
世
間
に
流
布
す
る
実
状
を
見
聞
す
る
や
、
猛
然
と
し
て
そ
の
排
撃
に

乗
り
出
し
、
　
『
閑
邪
記
』
二
巻
を
執
筆
す
る
。
　
（
但
し
そ
の
刊
行
は
車
懸
没
後
二
十
三
年
の
こ
と
）
そ
の
題
辞
に
い
う
。

　
士
、
儒
服
を
被
て
、
文
を
孔
孟
に
倒
に
し
、
狂
諄
を
以
て
気
節
と
な
し
、
尊
墨
を
以
て
通
敏
と
な
し
、
浮
淫
を
以
て
風
流
と
な
し
、
傲

　
蕩
を
以
て
風
雅
と
な
し
、
隠
怪
を
以
て
新
奇
と
な
し
、
釈
迦
を
以
て
宗
師
と
な
し
、
六
教
四
書
を
堪
り
て
鋼
狗
と
な
し
て
、
一
切
李
氏

　
の
奇
書
を
奉
じ
て
黄
巾
の
主
蔵
と
な
し
、
緑
林
の
先
鋒
と
な
し
、
漏
渦
と
し
て
息
ま
ず
、
流
れ
て
江
河
と
な
る
。
こ
れ
世
道
の
憂
な
り
。

　
亟
や
か
に
之
が
堤
防
を
な
さ
ざ
る
ぺ
け
ん
や
。

　
一
旦
僧
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
山
中
に
定
住
し
て
い
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
繕
紳
の
中
に
舟
入
し
、
講
学
に
託
し
て
禅
を
談
じ
、
無
頼
の
群

小
を
招
集
し
、
僧
俗
男
女
混
雑
し
、
都
門
に
入
っ
て
は
、
権
貴
と
交
わ
り
、
自
ら
卓
吾
長
者
と
号
す
る
倣
慢
ぶ
り
は
、
ま
さ
に
「
士
類
の

魍
魎
、
名
教
の
乱
賊
」
で
あ
っ
て
、
　
（
同
上
、
第
二
条
）
楚
望
と
し
て
は
全
く
い
た
た
ま
れ
ぬ
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
選
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教
そ
の
も
の
に
反
感
を
抱
い
て
い
た
楚
望
は
、
予
想
以
上
の
事
態
の
進
展
に
驚
愕
し
「
最
も
人
を
惑
わ
す
者
は
、
浮
屠
に
如
く
は
な
し
。

古
の
浮
屠
を
言
う
者
は
、
浮
屠
よ
り
出
で
て
、
因
果
福
田
に
惑
わ
す
。
今
の
浮
屠
を
言
う
者
は
、
儒
生
よ
り
出
で
て
空
虚
荒
蕩
に
惑
わ
す
」

（
同
上
、
第
三
条
）
と
き
め
つ
け
る
の
で
あ
る
。
卓
吾
が
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
、
伝
統
的
価
値
観
を
墨
守
し
、
儒
教
的
規
矩
準
縄
を
遵

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　

守
す
る
輩
を
仮
道
学
者
と
し
て
退
け
た
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
既
成
の
価
値
意
識
に
固
執
す
る
楚
望
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
は
仏
教
の

消
殺
論
に
溺
れ
た
暴
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
て

　
若
し
ま
た
垢
を
洗
い
毛
を
吹
き
、
斥
け
て
仮
道
学
と
な
し
、
猜
ん
で
真
の
乱
賊
と
な
さ
ば
、
そ
の
究
は
藩
邸
縄
墨
を
挙
げ
て
、
一
切
掃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

　
蕩
せ
ず
ん
ば
已
ま
ず
。
聖
賢
は
倦
倦
と
し
て
世
を
維
む
る
こ
と
、
及
ば
ざ
ら
ん
こ
と
を
据
る
る
が
如
く
す
る
も
、
賛
（
卓
吾
）
は
専
ら

　
掃
蕩
を
務
め
、
下
愚
浮
屠
の
教
を
な
し
て
後
已
む
。
こ
れ
冠
を
裂
き
星
を
殿
ち
髪
を
断
ち
縞
を
披
、
甘
ん
じ
て
浮
屠
と
な
り
て
恥
じ
ざ

　
る
所
以
の
も
の
な
り
。
　
（
同
上
、
第
七
条
）

　
楚
望
よ
り
み
れ
ば
、
卓
吾
の
言
説
は
、
規
矩
意
識
皆
無
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
規
矩
を
離
れ
て
方
円
は
な
く
、
下
学
を
離
れ
て
上
達
は

な
い
と
す
る
楚
望
は
、
卓
子
の
は
ね
上
っ
た
言
説
は
、
全
く
禅
門
の
一
心
直
入
説
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
。
　
（
同
上
、
巻
二
、
第
三
十
二
条
）

「
世
俗
の
浮
屠
を
学
び
、
縁
を
断
じ
想
を
息
め
、
規
矩
は
必
ず
し
も
守
ら
ざ
れ
、
師
匠
は
法
る
に
足
ら
ず
と
謂
う
は
、
世
教
の
大
い
に
壊

乱
す
る
所
以
な
り
」
（
同
上
）
で
あ
る
。
黒
を
白
と
す
る
卓
吾
の
如
き
は
、
世
を
惑
わ
し
民
を
護
う
る
狂
人
で
あ
り
《
思
想
界
の
盗
賊
で

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
出
撃
の
卓
吾
批
判
は
激
烈
を
極
め
る
の
で
あ
る
が
、
余
り
に
も
硬
直
し
た
そ
の
思
想
形
態
は
、
自
ら
を
不
遇
に
追
い
や
っ

た
官
界
の
病
弊
の
根
源
を
突
き
と
め
得
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
感
が
あ
り
、
時
代
の
先
端
を
行
く
力
に
乏
し
か
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ろ
う
。
彼
が
あ
れ
だ
け
声
高
に
仏
教
及
び
筆
草
批
判
を
く
り
広
げ
た
に
拘
ら
ず
、
有
力
な
識
者
か
ら
、
　
「
楚
望
か
つ
て
釈
学
を
習
う

に
よ
り
、
故
に
議
論
便
ち
顛
倒
縦
横
、
大
約
三
王
の
余
、
母
宮
の
次
の
み
」
（
思
弁
録
輯
要
、
後
集
、
巻
十
一
）
と
た
た
か
れ
る
に
至
っ

た
の
は
、
誠
に
皮
肉
な
運
命
と
い
ヶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
気
を
重
ん
ず
る
思
想
は
唯
物
論
で
あ
り
、
人
民
解
放
へ
の
意
図
を
秘
め
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
論
議
は
、
こ
こ
で
も
破
綻
を
来
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

㎝
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〔
注
〕

（
1
）
　
以
下
の
叙
述
は
、
主
と
し
て
楚
望
の
自
叙
伝
と
も
い
う
べ
き
「
敵
状
書
状
」
　
（
小
山
草
、
巻
九
）
に
よ
る
。

（
2
）
　
急
電
は
自
ら
を
戒
め
る
た
め
に
「
忠
言
八
条
」
　
（
時
習
新
知
、
二
三
、
三
十
一
丁
以
下
）
を
の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
条
は
懲
葱
で
あ
る
。

（
3
）
　
刊
本
山
草
堂
集
（
内
閣
文
庫
蔵
）
所
収
の
時
習
新
知
は
、
全
六
巻
で
あ
る
。
然
る
に
同
文
庫
に
は
別
に
写
本
時
習
新
知
全
八
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

　
　
贈
与
と
巻
八
は
刊
本
未
収
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る
写
本
が
浜
面
堂
文
庫
及
び
九
州
大
学
医
学
部
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
「
理
責
に
先
後
な
し
。
形
性
に
彼
此
な
し
。
一
向
に
空
に
落
つ
る
べ
か
ら
ず
。
」
（
時
習
新
知
、
巻
一
、
五
丁
）
「
世
儒
の
気
を
離
れ
て
理
を
言
い
、
性

　
　
命
を
空
談
す
る
は
、
孔
孟
の
旨
と
戻
る
。
」
（
同
上
、
十
四
丁
）

（
5
）
　
次
の
語
を
参
照
。
　
「
太
虚
の
中
ぱ
亡
べ
て
こ
れ
気
に
し
て
性
ば
形
な
し
。
人
身
の
中
ば
、
亡
べ
て
こ
れ
気
に
し
て
性
は
形
な
し
。
た
だ
従
容
と
し
て

　
　
和
順
す
れ
ば
、
気
即
ち
性
な
り
。
飛
揚
躁
擾
す
れ
ば
、
性
即
ち
気
な
り
。
」
（
時
習
新
知
、
巻
一
、
一
丁
）

（
6
）
　
次
の
語
を
参
照
。
　
「
太
極
は
至
れ
り
。
そ
の
上
ま
た
焉
ん
ぞ
い
わ
ゆ
る
無
極
あ
る
を
得
ん
。
無
極
な
れ
ば
則
ち
空
な
り
。
華
墨
は
誠
を
言
う
も
空
を

　
　
言
わ
ず
。
有
を
言
う
も
無
を
言
わ
ず
。
…
…
太
極
の
上
に
、
も
し
ま
た
無
極
を
加
う
れ
ば
、
・
即
ち
浮
屠
の
い
わ
ゆ
る
出
世
法
な
り
。
…
…
こ
の
図
（
太

　
　
極
図
）
は
、
転
折
粧
綴
、
大
重
八
卦
に
因
縁
す
。
然
れ
ど
も
八
卦
は
一
画
に
し
て
万
象
巳
に
具
わ
る
。
ゆ
え
に
神
妙
変
化
し
て
、
一
貫
の
道
と
な
す
。

　
　
茂
叔
の
こ
の
図
は
、
甚
だ
調
量
を
費
す
。
山
畠
に
自
然
の
法
象
な
ら
ん
や
。
」
（
時
習
新
知
ハ
巻
四
、
九
丁
）

（
7
）
　
次
の
語
を
参
照
。
　
「
下
学
し
て
上
達
す
の
五
字
は
、
聖
教
の
宗
領
な
り
」
（
時
習
新
知
、
巻
四
）
「
法
る
ひ
と
問
う
て
曰
く
、
下
学
し
て
上
達
す
る
は
、

　
　
何
を
以
て
之
を
弁
ぜ
ん
。
曰
く
、
警
え
ば
高
き
に
登
る
に
必
ず
乏
き
よ
り
す
る
が
如
し
。
易
に
曰
く
、
轟
き
は
地
に
法
り
、
崇
き
は
天
に
揃
う
、
と
。

　
　
天
は
形
な
く
、
地
は
質
あ
り
。
行
を
地
と
な
し
て
、
地
を
天
と
な
す
。
行
は
実
践
に
し
て
、
知
は
玄
虚
な
り
。
下
学
は
極
論
に
し
て
、
上
達
は
空
洞
な

　
　
り
。
…
…
下
よ
り
し
て
上
、
学
を
先
に
し
て
達
を
後
に
す
る
は
、
聖
人
の
至
誠
の
道
な
り
。
上
よ
り
し
て
下
、
達
を
先
に
し
て
学
を
後
に
す
る
は
、
二

　
　
氏
の
空
寂
の
教
な
り
。
」
（
同
上
）

（
8
）
次
の
語
を
参
照
。
　
「
近
代
の
致
良
知
の
学
は
、
た
だ
窮
理
支
離
の
病
を
救
わ
ん
が
た
め
な
り
。
然
れ
ど
も
柾
が
れ
る
を
矯
め
て
直
き
に
過
ぎ
、
墨
を

　
　
逃
れ
ん
と
欲
し
て
楊
に
帰
す
。
孟
子
の
良
知
を
言
う
の
は
、
性
善
を
謂
う
の
み
。
是
非
の
心
は
、
人
み
な
こ
れ
あ
り
。
然
れ
ど
も
明
に
自
り
誠
に
自
り

　
　
て
、
先
知
先
覚
す
る
者
は
少
な
し
。
若
し
二
上
よ
り
尋
寂
し
、
善
を
択
ん
で
固
く
執
ぜ
ず
し
て
、
た
だ
渾
倫
と
し
て
良
知
を
致
し
、
突
然
正
心
よ
り
起

　
　
さ
ば
、
則
ち
誠
意
の
一
関
虚
設
た
ら
ん
。
致
知
と
は
、
意
中
の
知
を
致
す
な
り
。
意
な
け
れ
ば
則
ち
知
、
幻
影
と
な
り
て
、
致
す
前
置
鼻
な
し
。
意
萌

　
　
す
を
須
ち
て
、
然
る
の
ち
知
致
す
べ
し
。
人
は
良
心
あ
ら
ざ
る
な
し
。
邪
動
す
れ
ば
自
欺
に
膠
擾
す
。
必
ず
先
ず
止
ま
る
を
知
り
て
定
静
に
し
、
そ
の

　
　
妄
念
を
禁
止
し
、
以
て
好
悪
に
達
す
。
然
る
後
、
物
隠
る
べ
く
、
知
致
す
べ
く
。
意
誠
に
す
べ
し
、
若
し
止
ま
る
を
知
り
自
欺
す
る
な
き
よ
り
起
さ
ず
、

　
　
胡
乱
に
人
を
し
て
良
知
を
致
さ
し
む
れ
ば
、
妄
念
未
だ
除
か
ず
、
自
欺
止
ま
ず
し
て
、
鵤
突
に
敬
し
起
す
。
即
ち
禅
家
の
念
を
起
さ
ざ
る
無
縁
の
知
な

　
　
り
。
」
（
四
書
摂
提
）
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